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スマホで広報おやま
が読めます
QR コードを読み込
み、アプリ「マチイロ」
をダウンロード

「小山市
  facebook」
おやまの最新情報
を随時配信中 !!

豊田北小学校3年荒
あら か わ

川愛
あ い り

梨さんが、2019年
度交通安全年間スローガン（こども部門）で
最優秀作である内閣総理大臣賞を受賞しま
した。スローガンは春と秋の全国交通安全
運動でポスターなどに使われます。



広報小山 2019.3月号　2

市役所新庁舎の「基本設計」を決定しました
問総合政策課本庁舎整備推進室☎22–9347

※イメージ図は基本設計段階のものであり、実施設計で詳細を検討していきます

　2020年度末までに現在地への建替えを予定している市役所新庁舎整備事業について、1月22日付けで、新庁舎
の「基本設計」を決定しました。引き続き、新庁舎の「実施設計」を進めています。
　詳細は、市ホームページで公開している「基本設計概要書」をご覧ください。

新庁舎の外観イメージ 新庁舎の窓口イメージ

市ホームページ
「基本設計概要書」

　就職や進学などに伴い、窓口が大変混雑します。特に 4月の月曜日や週末は混雑が予想されますので、可能な
範囲で日にちをずらしてご来庁いただくか、平日の場合は各出張所でも同様のお手続きができますのご利用くだ
さい。なお、市民課では、窓口業務の一部を平日火曜日と木曜日の 19時まで延長していますが一部の業務がお取
り扱いできかねますので、事前にお問合せください。

市民課窓口のご案内 問市民課☎22–9405

県内初！小山市・栃木市
広域公営バス運行開始

～おーバスがもっと便利に使いやすく～

問都市計画課☎22–9293

　3月より、小山市・栃木市のコミュ
ニティバスの運行を開始します。接
続するのは、「渡良瀬ライン（新設）、
栃木市・部屋線」と「思川線、栃木市・
皆川樋ノ口線」の2路線です。さらに、
小山駅西口７時30発新市民病院行が
増便されます。また、全ての路線で
バスの走行位置が確認できるように
なりました。

新たに指定管理者制度を導入します
　4月1日㈪から、間々田市民交流センター（しらさぎ館）と桑市民交流センター（マ
ルベリー館）に指定管理者制度を導入します。
　指定管理者は地元住民によるNPOを指名し、施設の維持管理・貸出、広報の配付、
そして講座の開催等を実施すると共に、地域の独自性を活かした施設運営をして
いきます。なお、施設の貸出や講座の申込については、4月以降はNPOの連絡先
までお願いいたします。

問市民生活課☎22–9279

施設名 指定管理業者 連絡先
間々田市民交流センター
（しらさぎ館） NPOコミュニティままだ ☎・FAX　38ｰ6606

桑市民交流センター
（マルベリー館） NPOげんきフォーラム桑 ☎・FAX　37ｰ7588

桑市民交流センター
（マルベリー館）

間々田市民交流センター
（しらさぎ館）

BusGO!
バスロケーション
システム

新路線「渡良瀬ライン」概略図
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◆固定資産税の縦覧・閲覧
　縦覧・閲覧をする際には、印鑑および本人確認のための運転免許証などの身分証明書が必要です。
【縦覧】固定資産税の納税者が自己の土地・家屋の評価額と他の評価額を比較し、適正に評価されていることを確
認していただくために「土地・家屋価格等縦覧帳簿」の縦覧を行っています。
期間・時間　4月1日㈪～ 5月7日㈫（土日・祝日を除く）の8:30 ～ 17:15
縦覧できる人　納税者、納税義務者と同一世帯の親族、納税管理人、代理人（委任状と身分証明書が必要）
【閲覧】自己所有の固定資産や借地・借家人等の権利部分の「固定資産課税台帳」の閲覧を行っています。
期間・時間　通年・平日の8:30 ～ 17:15
閲覧できる人　納税義務者、納税義務者と同一世帯の親族、納税管理人、代理人（委任状と身分証明書が必要) 、
借地・借家人等（契約書等の書面による権利確認が必要）　手数料　１件200円（縦覧期間中の閲覧は無料）
※「固定資産課税台帳」を閲覧できる人が、当該権利部分に関する証明を求める事もできます
◆土地評価額の見直し
　固定資産税および都市計画税の基準となる土地や家屋の評価額は、3年に1度評価替えを行います。直近では平
成30（2018）年度が評価替えの年にあたり、平成31（2019）年度は評価の据え置き年度です。しかし、地域によっ
ては引き続き地価の下落傾向が見受けられます。このため土地については平成30（2018）年7月1日時点の栃木
県地価調査価格等を参考に、土地評価額の見直しを行います。
◆固定資産評価審査委員会への審査申出
　評価額の修正が行われた土地の価格について不服がある場合および平成30（2018）年中に新築、増改築したことに
より、新たに評価された価格について不服がある場合は、固定資産評価審査委員会に審査の申出をすることができます。
期間　価格登録の公示日から納税通知書を受けた日以後3カ月以内
◆軽自動車税の減免
　身体障がい者等が自ら使用する軽自動車等、または、生計をひとつにする方が身体障がい者等のために使用す
る車両の軽自動車税が減免されます。※該当する方は資産税課で手続きをお願いします
期間・時間　4月1日㈪～ 5月24日㈮（納期限の7日前まで、土日・祝日を除く）の8:30 ～ 17:15
持参するもの　運転免許証、印鑑、車検証、身体障害者手帳または療育手帳等
※前年度の軽自動車税が減免されている方には、継続申請書を4月に郵送しますので、継続される方は申請書を
提出してください。減免の内容に変更がある方は、資産税課での手続きが必要になります。普通自動車との減免
の重複はできません
◆軽自動車税の申告・税率
　軽自動車税は4月1日現在の軽自動車等の所有者に対して課税されます。軽自動車等を廃車したとき、名義の変
更、転入・転出したときは軽自動車税の申告が必要です。すみやかに届け出てください。軽自動車税の税率等に
ついては、本紙4月号または市ホームページをご参照ください。

問
資
産
税
課

縦覧・閲覧・軽自動車税　☎22–9432･9433
土地　　　　　　　　　　☎22–9436･9437
家屋　　　　　　　　　　☎22–9434･9448

資産税課からのお知らせ
納税通知書は、4月上旬に郵送します。
固定資産税第1期納期限は5月7日㈫です。

～滞納、見逃しません！！～
3月は「県内一斉　地方税滞納整理強化月間」です
◆差押を強化中！！
　皆さんが納めた税金が行政サービスを支えています。収入や財産
がありながら、納付しない滞納者に対しての差押を強化しています。
～納税・差押Q＆A～
Q：事前連絡や承諾なしに財産が差押えられた。このような事が許
されるのか。
A：法律では、納期限が過ぎた後、督促状を発送して10日を経過し
た日までに完納されない場合は財産の差押えをしなければならない
ことになっています。差押えの前提条件は督促状を発送することで
あり、差押えの事前通知はしておりません。
Q：分割納付をしているのに差押えられた。どうしてか。
A：分割納付をしているから差押えられないということはありませ
ん。新たに財産を発見した場合や誓約を履行していない場合は、差押えを行ないます。
Q：借金やローンの返済があり、生活が苦しく納付できない。それでも差押するのか。
A：借金は個人がつくるものです。納税は国民の義務であり、民間債権よりも優先して納付しなければなりません。
滞納があり財産があれば、差押えを行ないます。

差押財産
平成28
（2016）
年度

平成29
（2017）
年度

平成30
（2018）
年度

給与 225 171 201
預貯金 99 288 320
生命保険 8 13 19
国・県還付金 305 217 105
不動産（自動車含む） 27 14 71
動産（捜索） 7 9 2
合計 671 712 718

財産等の差押件数の推移

※平成30（2018）年度は、12月末日現在の件数です
※平成30（2018）年度の換価配当金額は7,472万円です

問納税課☎22–9444～9447
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問国保年金課☎22–9414･9415国保健康保険からのお知らせ

●実施医療機関
　人間ドック28カ所、脳ドック４カ所、心臓ドック・レディースドック各1カ所
※医療機関名は広報おやま3月号と同時配布の「2019年度健康のしおり」または、市HPでご確認ください

　市国民健康保険加入者および栃木県後期高齢者医療加入者の皆さまの健康保持増進のため、人間ドック等受診者に
対し助成事業を実施します。市の特定健診および後期高齢者健診と重複して受診できません。

区　分 人間ドック（日帰り） 脳ドック 心臓ドック レディースドック

検
診
費
用

受診時期 41,260 円
※新小山市民病院は 44,280 円 43,200 円 65,880 円 65,880 円2019年4月～

2019年9月まで
2019年10月～
2020年3月まで

42,020 円
※新小山市民病院は 45,100 円 44,000 円 67,100 円 67,100 円

対象者 助成対象の
すべての方

助成対象の
すべての方

助成対象のうち
65歳未満の方

助成対象のうち
65歳未満の女性の方

●検診費用　※自己負担額は検診費用から助成金額を引いた金額となります
　　　　　　※2019年10月の消費税増税に伴い、受診時期で金額が変わりますのでご注意ください

保険区分 市国民健康保険の被保険者 栃木県後期高齢者医療の被保険者

助成対象者
検診日当日、35歳以上で、申込日当日、納期到
来分の国民健康保険税を完納している世帯に属
している方

申込日当日、納期到来分の後期高齢者医療保険
料を完納している方

募集人数
1,600人 500人

人間ドック（日帰り）･脳ドック・心臓ドック・
レディースドックのうち、いずれか一つ

人間ドック（日帰り）･脳ドックの、いずれか
一方

申請受付
期間

3月1日㈮～ 13日㈬（平日9:00 ～ 17:00）
　※受付期間内に定員を超えた場合は抽選になります。満たない場合は期間後も受付します
　※郵送申請の方は3月13日㈬必着です

受診期間 2019年4月1日～ 2020年3月31日

助成金額 20,000円

2019年度
人間ドック等受診者募集

問国保年金課　特定健診推進係☎22–9418
　　　　　　後期高齢者医療係☎22–9413

●申請方法　※世帯が違う場合は委任状が必要です
＜窓口申請の方＞
　申請受付期間中に、市国保年金課特定健診推進係または後期高齢者医療係窓口へ
保険証・印鑑（シャチハタ印不可）をお持ちください。
＜郵送申請の方＞
　2018年度にお申し込みいただいた方には、申請書を郵送します。申請書は市役所本庁および各出張所窓口、も
しくは、HPからもダウンロードできます。必要事項を記入し、押印のうえ下記住所へ郵送ください。
〒323-8686　小山市中央町1-1-1　国保年金課特定健診推進係または後期高齢者医療係

　毎年、国民健康保険の医療費が増加しています。医療費は今後も増えていくことが予想されて
いますが、ちょっとした心がけで節約することができます。

医療費の適正化にご協力をお願いします！

＜今すぐできる医療費節約＞
◆日頃から歯のケアをしよう！→大切にすることで、歯周病や虫歯の予防につながります。
◆食生活を見直し、メタボにならない！→健康維持にも役立ち、医療費もダイエットできます。
◆お財布と身体にもやさしい禁煙をしよう！→タバコ代の節約、病気にかかるリスクを減らせます。
退職等により、4月に国民健康保険加入のお手続きをされる方へ
　４月の窓口は非常に混み合います。円滑な手続きのためにも、「健康保険資格喪失証明書」（職場の健康保険の
資格を喪失した日付がわかるもの）を必ずご用意ください。

●申請および受診にあたって
　オプションで追加検査や、検査方法の変更等を行う場合の検診費用は、別途自己負担となります。また、助成
決定後、社会保険に加入された方、小山市から転出された方等は、ドックの助成が受けられなくなりますので、
国保年金課と受診する医療機関にご連絡ください。
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問地域包括ケア推進課☎22–9541介護サービスを利用している方に届きます！
「介護給付費通知書」
　市では、介護保険制度を将来も持続させていくために、「介護給付適正化事業」の一環として、介護サービスを
ご利用いただいている方へ「介護給付費通知書」をお送りしています。
時　期　3月下旬※小山市では年2回（10月、3月）送付しています
対象者　介護サービスご利用者
目　的　介護サービス事業所から市への保険請求内容
　　　　をご利用者に通知し、事業所の請求内容が適
　　　　正であるか、確認いただくことで、介護保険
　　　　請求の適正化を推進するものです。
内　容　介護サービス事業所から市への保険請求内　
　　　　容（ご利用者分）が記載されています。なお、
　　　　今回送付する通知書には2018年12月の1カ
　　　　月間に利用した介護サービスの内容が記載さ
　　　　れています。
確認いただきたいこと　
①サービス事業者の名称、サービス種類やサービス名称
　利用しているサービス事業所・サービス内容が記載されていますか？
②日数または回数
　お手元の「サービス利用票」や「領収書」と、記載された利用日数や回数に間違いがありませんか？
③利用者負担額合計額
　お手元の「領収書」に記載されている事業所に支払った金額と、記載内容が一致していますか？
　（ただし保険適用外のサービスや施設での日常生活費などは記載されておりません）
ご注意ください！
・手続きをお願いする通知ではありませんので、料金の支払いや手続きなどは必要ありません。
・通知を受け取ったお客様へ市から給付金等が支給されるわけではありません。

　子どもの社会では、全国的に日常生活の延長上でいじめが生じ、子どもたちの心身の健全な発達に重大な影響
を及ぼす深刻な問題になっています。
　市では、このような問題を未然に防ぐとともに、いじめ撲滅をめざすため、2013（平成25）年度から家庭・学校・
地域・行政が連携して「小山市いじめ等防止市民会議」を立ち上げ、「おやまのよい子を育てる大人宣言」を採択
し、いじめ等防止の啓発活動に取り組んでいます。今年度開催した会議を紹介します。
●１回目（2018年7月3日㈫開催）　
　講師兼コーディネーターとして、栃木県人権施策推進審議会長の廣瀬隆人先生をお
迎えしました。子どもたちの現状と課題について協議したり、いじめ等防止のために
大人たちがやるべきことや市民への発信方法について意見交換をしたりして、その実
践を目指すことになりました。

小山市いじめ等防止市民会議

●2回目（2019年1月29日㈫開催）　
　１回目同様、廣瀬先生のコーディネートのもと、各委員が実践してきた取組を報
告し合い、意見交換をしました。さらにいじめに関する事例研修を行い、いじめ防
止に向けてそれぞれの立場でできることを考え、今後の取組に生かしていくことを
確認しました。

問生涯学習課☎22–9695

【おやまのよい子を育てる大人宣言】
一、私たち大人は、地域のイベントに進んで参加し、子どもと一緒にたくさん遊び、信頼を深め、学び合います
一、私たち大人は、子どものよいところを見つけて声をかけて褒め、悪いことに気付いたら迷わず注意します
一、私たち大人は、人の失敗を悪く言ったり、あざわらったりせず、励まし、助け合います
一、私たち大人は、子どもが本音で話し合える時間をつくり、安心できる家庭にします
一、私たち大人は、互いにだめなものはダメと言える大人社会を築きます

子どもの笑顔があふれる小山市を目指して、
本当に大切なものを私たち大人が、

私たち自身の「背中」で伝えていきましょう！

介護給付費通知書
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●栃木県議会議員選挙
　告示日　3月29日㈮　　投票日　4月7日㈰7:00 ～ 20:00
　立候補届出受付（小山市・野木町選挙区）　3月29日㈮8:30 ～ 17:00、会議室４（本庁3階）
《投票できる方》
次の①②の要件を満たす方
①2001（平成13）年４月８日以前に生まれた方
②2018（平成30）年12月28日以前に小山市において住民票が作成され、
　引き続き3カ月以上小山市の住民基本台帳に記録されている方
《小山市外へ転出した方》
・栃木県外への転出：投票できません。
・栃木県内への転出：住民基本台帳ネットワークシステムを備えた市町村の住民登録窓口で、「引き続き県内に住
所を有する証明書」の交付を受け、小山市の投票所に提示すると投票できます。ただし、小山市に住民登録をし
ていた期間によっては投票できない場合もありますので、詳しくはお問合せください。

●小山市議会議員選挙
　告示日　4月14日㈰　　投票日　4月21日㈰7:00 ～ 20:00
　立候補予定者説明会　3月12日㈫14:00から大会議室（本庁3階）
　※立候補を予定している方は必ず出席されるようお願いします。
　　会場の都合により、1人の立候補予定者につき2人までの参加とさせていただきます
　立候補届出書類等事前審査　3月26日㈫9:00から大会議室（本庁3階）
　立候補届出受付　4月14日㈰8:30 ～ 17:00、大会議室（本庁3階）
《投票できる方》
次の①②の要件を満たす方
①2001（平成13）年4月22日以前に生まれた方
②2019（平成31）年1月13日以前に小山市において住民票が作成され、
　引き続き3カ月以上小山市の住民基本台帳に記録されている方

問選挙管理委員会☎22-9481

●投票所入場券について
　今回の選挙から投票所入場券が3連の折りたたみ式圧着はがきとなります。1通につき4人
分となり、5人以上の世帯の場合は人数に応じて2通以上のはがきで送付します。（詳しくは
広報おやま2月号をご覧ください）
　投票所入場券は公職選挙法施行令により、告示日以後に選挙人に交付することになってい
ます。県議選は3月30日㈯、市議選は4月15日㈪から郵送予定です。投票の際は投票所を確
認の上、ご自分の分を切り離してお持ちください。また、紛失した場合等には、投票日当日、
投票所で再交付します。

●期日前・不在者投票について
　投票日当日、仕事や旅行等で投票できない方は、『期日前投票』ができます。期日前投票の際には「宣誓書」
の提出が必要です。「宣誓書」は投票所入場券の下半分に印刷されたもの、または各期日前投票所に備え付けのも
のに必要事項を自書し、受付に提出してください。投票用紙を受け取り、記載台で記入したら直接投票箱にいれて、
投票は終了となります。なお、期日前投票は投票所入場券がなくても投票できます。
　ただし、18歳を迎える方が誕生日の前日より前にする投票や滞在先市区町村で行う投票、指定病院や指定老人
ホームなどで行う投票は『不在者投票』になります。

　期日前・不在者投票所の開設期間・時間は下表のとおりです。

期日前・不在者投票所
期間・時間

栃木県議会議員選挙 小山市議会議員選挙

小山市役所 3月30日㈯～ 4月6日㈯
8:30 ～ 20:00

4月15日㈪～ 20日㈯
8:30 ～ 20:00

出張所等【小山東・大谷・間々田・
生井・寒川・豊田・中・穂積・桑・絹】

4月1日㈪～ 5日㈮
8:30 ～ 17:00

4月15日㈪～ 19日㈮
8:30 ～ 17:00

小山城南市民交流センター 4月2日㈫～ 6日㈯
8:30 ～ 17:00

4月16日㈫～ 20日㈯
8:30 ～ 17:00

統一地方選挙のお知らせ
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◆遠隔地に滞在している場合の不在者投票
　期日前投票期間および投票日当日、仕事や旅行等で小山市にいないため投票ができない方は、滞在先の選挙管
理委員会で投票ができます。
《投票の方法》
①有権者が市選挙管理委員会へ、宣誓書兼請求書で投票用紙を請求する（郵送可・FAX不可）
②市選挙管理委員会から有権者の滞在先へ、投票用紙等書類一式を郵送する
③有権者は郵送された書類一式を持って滞在先の選挙管理委員会へ行き、投票をする
④滞在地の選挙管理委員会から市選挙管理委員会へ投票済みの投票用紙が郵送される
※上記のとおり何度か郵便でのやりとりがあるため、投票が完了するのに日数がかかります。希望する場合はお
早めに市選挙管理委員会までご連絡ください。また、市ホームページでも詳細をご覧いただくことができます

◆郵便等による不在者投票
　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険被保険者証をお持ちの方で、公職選挙法により表1の要件に該当す
る（原則自書できる）方は、自宅で『郵便等による不在者投票』ができます。
　また、『郵便等による不在者投票』ができる方で、かつ表2の要件に該当する方は、あらかじめ届け出た代理人
に代理記載を依頼することができます。
※『郵便等による不在者投票』をするためには、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付を受ける必要がありま
すので、ご希望の方は、お早めにご相談ください
★表1　郵便等による不在者投票ができる方

手帳の種類 障がい等

身体障害者手帳
両下肢、体幹、移動機能の障がい 1級または2級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がい 1級または3級
免疫、肝臓の障がい 1級から3級

戦傷病者手帳 両下肢、体幹の障がい 特別項症から第2項症
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障がい 特別項症から第3項症

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護5
★表2　代理記載制度を利用できる方

手帳の種類 障がい等
身体障害者手帳

上肢、視覚の障がい
1級

戦傷病者手帳 特別項症から第2項症

◆点字投票・代理投票
　目の不自由な方等は『点字投票』ができます。また、身体の障がいなどで投票用紙に自ら記載することが困難
な方は、担当職員がその方の意思を確認し、代わりに記載する『代理投票』ができます。いずれの場合も投票所
の係の者にお申し出ください。

　私たちは、誰もが豊かで平和な生活をしたいと思っています。「明るい選挙」とは、
１人でも多くの有権者が投票に参加し、買収等の違反をなくして選挙がきれいに行
われることにより、私たちの意思が政治に正しく反映される選挙のことをいいます。
市選挙管理委員会では、小山市明るい選挙推進協議会や、栃っ子！選挙推進プロジェ
クト（白鷗大学生による選挙啓発サークル）と緊密に連携・協力し、投票率向上の
ための啓発活動等を行っています。
　選挙権の年齢が18歳以上に引き下げられたことで、若者の声を政治に反映でき
るようになりました。投票日当日都合の悪い方は、期日前投票もできます。政治に
関心を持ち投票に行きましょう。

明るい選挙ポスターコンクール入賞者（敬称略）
◆県入選（小学生）松

ま つ も と

本　朝
あ さ ひ

陽（羽川西小4年）、伊
い と う

藤　優
ゆ ず

珠（若木小5年）
◆県入選（中学生）粂

く め か わ

川　劉
りゅうせい

生（桑中1年）、南
みなみ

　小
こ ゆ き

雪（小山第三中1年）
◆県佳作（小学生）木

き そ

曽　妃
ひ さ や

爽（旭小2年）、渡
わ た な べ

辺　暖
ほ の か

ノ華（若木小3年）、
　　　　　　　　　青

あ お き

木　瞳
ひとみ

（小山城東小5年）、鈴
す ず き

木　椎
し い や

也（大谷東小6年）、
　　　　　　　　　恩

お ん だ

田　莉
り お

緒（小山城北小6年）
◆県佳作（中学生）狩

か り の

野　晴
は る み

海（小山第三中1年）、杉
す ぎ の

野　涼
りょう

（乙女中1年）

～ 多数のご応募をいただき
ありがとうございました ～

次回もたくさんの作品をお待ち
しております。

県優秀賞

清
し み ず

水　心
こ は る

陽（若木小6年）

問選挙管理委員会☎22-9481

みんなで進めよう明るい選挙
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3人乗り自転車貸出事業の利用者募集 問子育て包括支援課
　☎22–9634

◆貸出対象者　※申請は、同一世帯につき1人に限らせていただきます
　⑴市内に住所を有し、かつ、居住している者
　⑵3人乗り自転車の利用開始日において、1歳以上6歳未満の幼児を2人以上養育している者
　⑶年齢が16歳以上である者
　⑷自己の居所の敷地内において3人乗り自転車を安全かつ適正に保管することが可能な者
　⑸市税を滞納していない者
◆貸出期間　2019年4月上旬～ 2020年3月23日㈪、もしくは児童年齢6歳到達日前日のいずれか早い方
◆貸出台数　電動アシスト付き自転車 8台／ギア付き自転車 22台
　※応募者多数の場合は抽選。先着順ではありません
◆貸出料金　電動アシスト付き自転車 月額800円／ギア付き自転車 月額500円
　※貸出時に使用する月数分の料金を一括で納付していただきます
◆応募方法　申請書等（子育て包括支援課家庭支援係窓口または市ホームページよりダウンロード）に必要事項
　を記載し、窓口へ持参もしくは郵送（〒323–8686小山市役所子育て包括支援課家庭支援係宛て。住所不要）
◆応募受付期間　2019年3月1日㈮～ 11日㈪（当日消印有効）
◆自転車引渡し日　2019年4月上旬（予定）

3月は自殺対策強化月間です
　「わけもなく疲れ果てて、生きているのがつらい」「疲れているのに、2 週間以上眠れない日が続いている」「食
欲がなく、体重が減っている」このような状態が続いていたら、「うつ」のサインかもしれません。
　受診することや、相談することで少し楽になったり、解決への糸口が見つかったりすることがあります。我慢
せずにぜひお電話ください。

～誰も自殺に追い込まれることのない社会をめざして～
問福祉課☎22–9619

小山市の「自殺対策事業」のご案内
問福祉課☎22–9619　会場　小山市保健・福祉センター
■法律とこころの相談（事前予約制）　毎月第1木曜日10:00 ～正午
　弁護士による法律相談と保健師による心の健康相談をあわせて行います。
■こころの相談（事前予約制）　月によって開催日が異なります　14:00 ～ 15:30
　精神科医師による心の相談を行います。
■自死遺族の集い　偶数月第3火曜日14:00 ～ 16:00
　大切な方を自死によってなくされた方のわかちあいの場です。市外の方もどうぞ。
■保健師による電話・面接相談　平日8:30 ～ 17:15
栃木県県南健康福祉センターの自殺対策事業のご案内
問栃木県県南健康福祉センター☎22–6192　会場　栃木県小山庁舎
■精神保健福祉相談（事前予約制）　月によって開催日が異なります　
　精神科医師による心の相談を行います。
■保健師による電話・面接相談　平日8:30 ～ 17:15

小山市ファミリー・サポート・センター
●ファミリー・サポート・センターとは？
　子育ての援助を行いたい方（提供会員）と子育ての援助を受けたい方（依頼会員）がセンターに登録して会員となり、
相互に育児の援助活動を行う組織です（1時間600円から）。センターのアドバイザーが仲介者となり、会員相互の援
助要望をコーディネートしています。いざという時のためにぜひ登録してください！

※ひとり親家庭の方が会員となり、助成要件に該当する場合、利用料の助成が受けられる制度があります

●会員は3種類です
①提供会員　※特に募集しています!!
　市内在住または在勤で、子育ての援助を行うこと
　ができる方。安心して援助活動をできるよう所定
　の講習を受けていただきます。
②依頼会員
　市内在住または在勤で、子育ての援助を希望する
　方（対象児は概ね生後6カ月以上15歳くらいまで）
③両方会員
　依頼会員と提供会員の両方を兼ねる方

●主な援助活動内容
【基本事業】
・保育施設等への送迎や保育終了後の預かり
・学校の放課後または学童保育の終了後の預かり
・保護者の病気、休養、リフレッシュ、求職活動の
　際の預かり
【病気・緊急対応強化事業】
・病気、病後時（回復期）にあり、集団保育等の困
　難な時期のお子さまの預かり
・保護者の急な出張等宿泊を伴うお子さまの預かり

問同センター☎24-1012
※受付8:30 ～ 17:00
　年末年始を除く毎日
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▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

　「間々田のじゃがまいた」
　　　国重要無形民俗文化財に指定！

　2 月 8 日㈮に開
催されました国の
文化審議会におい
て、「間々田のじゃ
がまいた」を重要
無形民俗文化財に
指定するよう、文
部科学大臣に答申
が出されました。
　これを受けて、今後、保護団体である「間々田のじゃ
がまいた保存会」に指定書が交付され、官報告示をもっ
て正式な指定となる見込みです。
　無形民俗文化財の国指定は、栃木県内では 5 番目で
あり、小山市では初の指定となります。これにより、
小山市における国指定の文化財は、史跡と併せて 6 件
8 か所になります。間々田のじゃがまいたは、昭和 39

（1964）年に「栃木県無形民俗文化財（選択）」となり、
平成 23（2011）年、 国の「記録作成等の措置を講ずべ
き無形の民俗文化財（選択）」となって、平成 25 (2013)
年度「間々田のジャガマイタ調査委員会」による調査、
平成 28 年～ 29 年の２か年にわたり 「間々田のジャガ
マイタ記録保存事業」として、小山市国選択無形民俗
文化財間々田のジャガマイタ調査委員会 5 回、その他、
調査委員による現地調査 9 回、聞き取り調査 10 回、
大捻縄引き調査 1 回、史料調査 6 回、原稿打合せ 2 回
が実施され、そしてこの度の、国重要無形民俗文化財
に指定されたものであります。
　「蛇や龍を象った作り物が登場する行事は、日本の各
地にみられる。そうした中で本件は、作り物の蛇体を
用いて邪気を祓ったり、蛇体に災厄を託して送ったり
する形態の蛇祭りで、数多くの蛇体が登場する、関東
地方における大規模な蛇祭りとして注目されるととも

に、蛇体を用いたこの種の
行事の典型例として重要で
ある。また、蛇体を池に入れ、
農作物のための降雨を祈る
雨乞いの要素もみられ、我
が国の民間信仰を考える上
でも貴重である。」とされま
した。
　今後、小山市は、文化財
及び地域の伝統文化の価値
を改めて普及啓発するとと
もに、文化財の保存および
活用に努めてまいります。

　
１
月
26
日
㈯
、
市
内
寒
川
地
区
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
お
祭
り
、「
花
桶
か
つ
ぎ
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
花
桶
か
つ
ぎ
」
は
、
七
五
三
の
お
祝
い
を

す
る
７
歳
の
女
子
が
晴
れ
着
で
美
し
く
着
飾

り
、
花
で
飾
ら
れ
た

桶
を
担
い
で
御
輿
を

先
導
し
な
が
ら
、
龍

樹
寺
か
ら
胸
形
神
社

ま
で
町
中
を
練
り
歩

く
と
い
う
、
小
山
市

を
代
表
す
る
無
形
の

民
俗
文
化
財
で
す
。

　
祭
り
当
日
は
、
多

く
の
見
物
客
や
、
美

し
い
稚
児
行
列
を
写

真
に
収
め
よ
う
と
す

る
カ
メ
ラ
マ
ン
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

鴻巣市と災害時における相互応援に関する協定締結
　1 月 21 日（月）、コウノトリが結ぶ縁により、小山
市と埼玉県鴻巣市は、「災害時における相互応援に関す
る協定」を鴻巣市役所にて締結しました。
　小山市では災害対応力の強化
を、ハード・ソフトの両面で進
めており、ソフト面での強化策
の一つとして、災害時における
協定を締結することにより災害
対応体制の向上を図っています。
寒川尼ちゃん稲わらアート完成！
　1 月 23 日㈬、市公認ブランドキャラクター寒川尼
ちゃんをテーマとした「稲わらアート」が完成しました。
　市では、交流人口の増大を図るため田んぼに人気キ
ャラクターやスポーツ選手を描く「田んぼアート」を
実施しており、冬期にも農業の魅力や農村の美しい景
観をＰＲし、地域の活性化につなげられるよう、田ん
ぼアートの稲刈りで収穫したわらを活用し「稲わらア
ート」を制作しました。

　制作には、ＴＢＣ学院小山校デザイ
ンクリエイター学科の菊地寛之先生、
ＮＰＯ法人わらアートＪＡＰＡＮ、Ｔ
ＢＣ学院小山校デザインクリエイター
学科生、小山北桜高等学校の学生、土
地改良区の皆さまに多大なご協力をい
ただきました。

小山評定講演会・観劇会が開催されました
　2 月 2 日㈯、岡山市の学芸員、乗岡 実（のりおか　
みのる）先生を講師にお迎えし、「西国将軍　池田輝政」
をテーマとした小山評定講演会と、小山市民劇団「開
運座」による小山評定再現劇が開催されました。
　講師の乗岡先生は、池田輝政公を多角的に研究して
おり、平成 23 年度に小山市が刊行した「小山評定 武
将列伝」では「池田輝政」の項を執筆されました。
　講演では、輝政が関ヶ原の戦いにおいて、大きな功
績を残し、豊臣方の武将でありながら家康からの信頼
も厚く西国将軍と呼ばれたこと、姫路城などの数多く
の名城を手掛けた築城の名手で
もあったことなどをご紹介いた
だきました。小山評定再現劇も、

「開運座」の皆さまの熱のこもっ
た演技で大変盛り上がりました。
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大学のキャンパスで生涯学習！
白鷗大学市民開放講座（前期）受講生募集
　白鷗大学市民開放講座は、大学で行われる通常の授業を市民の皆さまに開放し、実際に学生たちと机を並べて
学んでいただくものです。また、より多くの方に学んでいただけるよう、割安な受講料となっています。幅広い
科目を数多く用意しましたので、皆さまの受講をお待ちしています。
期　間　2019年4月8日㈪～ 7月26日㈮※5月11日㈯は、月曜の授業を実施します
場　所　白鷗大学本キャンパス（駅東通り）および大行寺キャンパス
　　　　※本キャンパスには駐車場がありませんのでご注意ください
受講料　週1回講義科目（半期）＝1万円、週2回講義科目（半期）＝2万円
　　　　※受講決定後、大学から振込用紙が送付されます。教材代は含まれません
対　象　市内在住・通勤・通学者
定　員　各科目5人（受講希望者多数の場合は先着順）
科　目　教養、経営学部関連、法学部関連、教育学部関連科目（約85科目）
その他　①受講生には大学から受講許可証・聴講生証（IDカード）が交付されます。
　　　　②学内図書館、スクールバス（無料）も利用できます。
　　　　③開放科目の詳しい内容は、白鷗大学地域連携サポートセンター（☎20–8114）にお問合せください。
申込み　2月28日㈭～ 3月12日㈫に、電話・FAX・ハガキ（〒323‐8686小山市中央町1–1–1）または直接生涯学
　　　　習課の窓口へ住所・氏名・年齢・電話番号・希望科目をお知らせください。
開放予定科目の例　※詳しくは公民館・図書館などに配置してあるパンフレットをご覧ください
教養科目 歴史学、地理学概論、倫理学概論、美学、比較文化論、文化人類学、中国語など
経営学部関連科目 日本経営史、現代日本経済論、銀行論、流通論、国際関係論（東南アジア）など
法学部関連科目 商法総論、日本法制史、西洋政治史、労働法、民事法概論、地方行政論など
教育学部関連科目 発育発達学、人格心理学、レクリエーション理論、競技スポーツ理論など

申込み・問生涯学習課☎22‐9665／FAX22‐9696

勤労青少年ホーム2019年前期講座受講生募集（5～7月）
問勤労青少年ホーム☎23‐3402

講座名 回数・受講料 定員 曜日 時間
4月4日㈭　10:00より受付

ボールエクササイズ 9 1,000 30 月 10:00 ～ 11:00
火曜・親と子のリトミックA 10 1,000 20

火
10:00 ～ 10:50

火曜・親と子のリトミックB 10 1,000 20 11:00 ～ 11:50
ママエアロ 10 1,000 30 水 12:30 ～ 14:00
ママとベビーのヨガ1 10 1,000 15

木

10:00 ～ 10:45
ママとベビーのヨガ2 10 1,000 15 11:00 ～ 11:45
木曜・親と子のリトミックC 10 1,000 20 10:00 ～ 10:50
木曜・親と子のリトミックD 10 1,000 20 11:00 ～ 11:50

講座名 回数・受講料 定員 曜日 時間
4月4日㈭　19:00より受付

今日から美文字 5 1,000 15 月 19:15 ～ 21:00
茶道宗門（立礼・座礼） 10 3,000 8

火
19:00 ～ 21:00

火曜料理「飾り太巻き」 2 2,000 10
火曜料理「パン教室」 3 3,500 7 18:30 ～ 21:00
フラワーアレンジメント 4 6,000 8 19:00 ～ 21:00
水曜料理「フレンチ＆イタリアン」 3 4,000 15

水
19:00 ～ 21:00

ギター教室 10 1,000 10 19:30 ～ 20:50
らくらく手結びかんたん着付 8 1,000 8 18:30 ～ 20:30
書道 10 3,000 15

木
19:00 ～ 21:00

絵画教室 10 1,000 8
みんなで歌おうポップスを 10 1,000 15 19:30 ～ 20:50
おしゃれなフラダンス 6 1,000 10

金 19:30 ～ 21:00
Master Minds 英会話 10 1,000 25
初級ゴルフ　月曜コース 9 6,000 15 月 19:00 ～ 20:30
初級ゴルフ　木曜コース 9 6,000 15 木 19:00 ～ 20:30
初・中級テニス 9 3,000 15 金 18:30 ～ 20:00
初めての乗馬 3 5,000 6 日 15:00 ～ 16:00
エアロ・骨盤エクササイズ 9 1,000 20

月
19:15 ～ 20:30

月曜・ハタヨガ 9 1,000 15 19:30 ～ 20:40
HIPHOP 10 1,000 10 火 19:00 ～ 20:00
ピークピラティス 10 1,000 20

水
19:30 ～ 20:45

水曜・リフレッシュヨガ 10 1,000 15 19:30 ～ 20:45
木曜・リラックスヨガ 10 1,000 15

木
19:30 ～ 20:45

ZUMBA 10 1,000 30 19:45 ～ 21:00
ソフトエアロ＋ボディメイク 10 1,000 15 金 19:15 ～ 20:30
アクアビクス 10 1,000 15 土 18:45 ～ 19:30

■受講資格　16歳～ 39歳の市内在住・在勤または同
ホーム（小山市犬塚3‐1‐2）利用可能な地域の方
■申込み（先着順）
〇申込受付日時　受付開始時間の30分前から整理券を
配布（受付開始時間の30分後まで有効）
〇申込会場　勤労青少年ホーム、小体育館
〇申込方法　本人または代理人が、直接来場。申込日
初日は1人1講座2人分まで申込可。複数講座を受講し
たい場合は、申込みの列に並び直してください。
■受講料　申込み時、利用者会登録料（税込1,000円）
と併せて持参してください。
■その他　リングジョイの40歳以上の会員は、会員証
持参のうえ各講座定員の最大2割まで（先着順）申込み
できます。キャンセルの場合は4月26日㈮までにお願
いします。それ以降の払戻しはできません。

※詳しい内容については勤労青少年ホームのホーム
ページ（http:www.eagle-sports.net/oyamashi/）ま
たは電話にてお問合せください
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問健康増進課
　☎22–9524

　各地域の名所や旧跡に触れながらウォーキングを楽しみませんか？
2019年度の前半5コース（全12コース）を紹介します。※事前申込み不要・参加費無料

※時間は集合時間です。ウォーキング参加時には、各自飲み物をご用意ください

第9回おやまのまちde開運ウォーキング（上半期）

日　時 集合場所 コース名／距離 主催・問合せ
４月6日㈯
8:30

間々田市民
交流センター

〔ままだの歴史と自然満喫コース〕間々田市民交流センター・間々
田八幡宮・浅間神社・西堀酒造・思川左岸堤防　約7.5㎞

間々田公民館
☎45-1335

4月13日㈯
8:30

穂積グラウンド
（穂積小学校東）

〔穂積の思川桜めぐりコース〕
思川沿いの桜づつみ（萩島～白鷗大学）　約6.5㎞

穂積公民館
☎38-2004

４月14日㈰
9:30 中公民館 ※コース未定 中公民館

☎38-0002
5月18日㈯
9:00

健康医療介護
総合支援センター

〔緑の健康づくりの森ウォーキングコース〕新小山市民病院を含
む緑の健康づくりの森およびその周辺の散策コース　約6.5㎞

健康増進課
☎22-9526

6月1日㈯
9:00 生井公民館 〔なまいの自然散策コース〕ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊

水地」堤防、なまいふるさと公園、小谷城跡　約8㎞
生井公民館
☎45-4004

集会所講座生募集 問生涯学習課☎22―9695

　集会所講座は、学習を通じて市民の交流を促進する中で、人間関係を深め共に支えあう「共生の心」を醸成す
るために実施するものです。健康増進を目的とした講座を企画しましたので、お気軽にお申込みください。
回数　各 20回（20回の講座の内 8回は自主練習、内 1回は人権学習会を行います）　　定員　各 20人

集会所名 講座名 実施日時
網戸中坪 ストレッチ体操 4月～ 11月の水曜日（月5回以内、8・9月夏休み）13:30 ～ 15:30
押　切 ふれあい健康体操 4月～ 10月の月曜日（月4回以内）9:30 ～ 11:30
東出井 フレッシュ体操 4月～ 10月の火・木曜日（月4回以内、8月夏休み）9:30 ～ 11:30

申込み　3月1日㈮～ 11日㈪に生涯学習課へ電話（先着順ではありません。締切厳守）
※定員を超えた場合は抽選となり、前年度に同一講座を受講された方にはご遠慮いただくことがあります
※本講座は「健康マイレージ」の対象です

小山は好きですか？小山の魅力を広めよう！
小山評定ふるさと応援し隊・おやま広報特派員募集

問秘書広報課☎22–9353

①小山評定ふるさと応援し隊 ②おやま広報特派員（第4期）

対象
「小山が好き」「小山を盛り上げたい」「小山をもっ
とPRしたい」、企業・団体・個人
※住所・年齢・国籍は問いません

①小山が好きな方、小山を盛り上げたい方
②SNSで定期的に投稿できる方
③小山のイベントに積極的に参加できる方
※18歳以上の方。住所・国籍は問いません

内容
入隊し「小山が好き」と意思表示をしてください。
生活の中で、家族、友人、知り合い等に、小山の
良いところを伝えてください。

自身のSNSで定期的に小山のイベント情報やイベ
ント参加後の感想、小山のグルメ、観光情報など、
さまざまな小山の魅力を発信してください。

募集人数 制限なし
※隊員数：475人（2月1日現在）

10人
※第3期は15人の方に活動していただきました

申込み

随時受付。QRコードを読み込み、
「かんたん申請システム」で入力、
または申込用紙を秘書広報課に
提出してください。

４月26日㈮までに、秘書広報課へ。申込み後、面
接を行います。

その他 入隊者にオリジナルグッズ、隊員証をプレゼント 活動期間：2019年6月から1年

　市では、市民・企業の「小山」への愛着を深め、自らが小山の情報発信をすることで、口コミ
による小山の認知度を高めることを目的として、小山市ファンクラブ「小山評定ふるさと応援し隊」
と「おやま広報特派員」を募集します！
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おやま二千本桜まつり
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�第10回中さくらまつり
問中出張所☎38-0002

日時　4月14日㈰9:30 ～ 14:00
会場　巴波川桜づつみ（中出張所北側堤防）
内容　お楽しみ抽選会、中桜づつみ開花予想　ほか

�絹ふれあいの郷思川桜まつり
問絹ふれあいの郷☎49-1296

日時　4月14日㈰9:00 ～ 15:00
会場　絹ふれあいの郷
内容　ステージイベント、軽食販売　ほか

�第13回ラムサール条約湿地登録
　渡良瀬遊水地「生井桜まつり」
◆「渡良瀬遊水地クリーン作戦」と同日開催！

問生井出張所☎45-4004
日時　4月13日㈯10:00 ～ 14:00
会場　生井桜づつみ(荒天時は下生井小学校)
内容　ステージイベント、飲食物の販売　ほか

�第6回穂積さくらまつり
問穂積出張所☎38-2004

日時　4月14日㈰10:00 ～ 13:00
会場　石ノ上橋下流堤防付近
内容　お楽しみ抽選会、軽食販売、ウォーキング　
　　　ほか

�おやま思川桜まつり
問商業観光課☎22-9273

日時　4月6日㈯10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場
内容　ラーメン祭と同時開催、オープニングセレモ
　　　ニー、ステージイベント　ほか

�第4回桑地区ふるさとさくらまつり
問桑出張所☎22-4545

日時　4月6日㈯9:00 ～ 15:00
会場　羽川大沼親水公園
内容　各種ステージイベント、こども広場体験イベ
　　　ント、軽食販売、チャリティーバザー　ほか

�豊田桜まつり
問豊田出張所☎37-1002

日時　4月14日㈰10:30 ～ 13:30
会場　小宅桜づつみ（小宅グラウンド）
内容　オープニングセレモニー、ステージイベント、
　　　農産物・飲食物販売、ストラックアウト、
　　　抽選会　ほか

�第8回寒川さくらまつり
問寒川出張所☎38-1002

日時　4月13日㈯10:00 ～ 14:00
会場　巴波川決壊口祈念公園（雨天時は寒川小学校）
内容　軽食および地元農産物の販売、お菓子の無料
　　　配布、各種ステージイベント、カラオケ大会、
　　　抽選会　ほか

�ままだふるさとまつり
問間々田出張所☎45-1335

日時　4月6日㈯9:00 ～ 16:00
会場　間々田市民交流センター
内容　オープニングセレモニー、ステージイベント、
　　　間々田商工会による出店、こどもひろば、地
　　　元有志によるフリーマーケット　ほか

※イベントの内容は、変更になる場合があります

中華蕎麦とみ田　富田治プレゼンツ　最強ラーメン祭2019 in小山
～思川桜のもとに全国から有名ラーメン店が再集結～

　昨年、栃木デスティネーションキャンペーン期間中の小山市の目玉イベントの一つとして開催され大
人気を博したラーメンイベントが、思川桜の時期を迎える小山御殿広場に帰ってきます。
　地元および全国各地の有名ラーメン店が、週替わりで8店舗ずつ、4週間でのべ32店舗が出店予定です。
日　時　3月21日㈭・22日㈮・23日㈯・24日㈰、30日㈯・31日㈰、4月6日㈯・7日㈰・13日㈯・
　　　　14日㈰10:00 ～ 20:00（日曜・祝日は19:00閉場、3月22日㈮のみ17:00 ～ 20:00）
会　場　小山御殿広場（市役所北側）
主　催　最強ラーメン祭in小山実行委員会
問合せ　最強ラーメン祭in小山実行委員会事務局☎03-3401-6652
※駐車場には限りがありますので、ＪＲやおーバス等公共交通機関でお越しください

�ほろ酔い思川桜ナイト
～地酒を楽しむひと時～
問商業観光課☎22-9273

日時　4月5日㈮～ 6日㈯18:00 ～ 21:00
会場　思川堤防上（観晃橋下流左岸）
内容　ライトに照らされた美しい思川桜を眺めなが
　　　ら、市内の地酒の日本酒を飲み比べできます



場　所 桜の種類 特　徴 問合せ

城山公園
【ライトアップ17:00 ～ 21:30】

ソメイヨシノ
中世に栄えた「小山氏」の城跡である城山公園は、古
くから桜の名所として知られ、公園内の150本のソメ
イヨシノが咲き乱れます。夜桜見物も楽しめます。

おやま二千本桜
まつり実行委員
会（（一社）小山
市観光協会）
☎30-4772

間々田八幡公園
【ライトアップ17:00 ～ 21:30】

ソメイヨシノ 湖面に映えるソメイヨシノのライトアップ、提灯の
点灯により夜桜見物も楽しめます。

小山市役所西側思川桜堤
【ライトアップ17:00 ～ 21:30】

思川桜

見事に咲いた思川堤の桜をお楽しみいただけます。
ライトアップにより堤防沿いに咲き誇る昼間とは
違った華麗な思川桜を満喫ください。
※アフターデスティネーションキャンペーン特別企
画として実施

白鷗大学大行寺キャンパス
東側思川桜堤 思川桜 約80本の思川桜が見頃となって休憩場所等もあり、

ゆっくりとお花見が楽しめます。

市道221号線沿い 思川桜 琵琶塚古墳と摩利支天塚古墳に挟まれた市道沿い約1
㎞にわたり140本の思川桜が咲き誇ります。

豊穂川沿いのさくら並木 
【ライトアップ18:00 ～ 22:00】

ソメイヨシノ
文化シヤッターのご協力により、豊穂川沿い2㎞以上
に渡るさくら並木がライトアップされます。川面に
映し出される幻想的な夜桜をお楽しみください。

小山市美田商工会
☎37-0631

小山思川温泉
【ライトアップ18:00 ～ 24:00】

ソメイヨシノ
桜の開花状況に合わせて露天風呂周りの桜のライト
アップ(3月下旬～ 4月中旬予定)のほか、期間限定の
イベントを予定しています。

小山思川温泉
☎21-2020

小山運動公園（南側アプロー
チ広場西仁連川沿い）

思川桜
ソメイヨシノ

小山商工会議所50周年記念事業で植栽したソメイヨ
シノ、思川桜100本が楽しめます。

水と緑の推進課
☎22-9881

小山総合公園 思川桜
しだれ桜

小山総合公園内と駐車場内に植えられている思川桜
としだれ桜が、来園者の目を楽しませてくれます。

水と緑の推進課
☎22-9881

�鯉のぼりの群雄　4月5日㈮～ 5月7日㈫
問（一社）小山市観光協会☎30-4772

道の駅思川 思川桜 道の駅では、思川桜が43本植栽され、お花見と休憩
が同時に楽しめます。

道の駅思川
☎38-0201

観晃橋下流など思川堤防沿い・
小山駅西口祇園城通りほか市
内各地

思川桜 桜の里親制度により2,061本が植栽されています。
桜の里親連絡協
議会（道路課内）
☎22-9827

間々田市民交流センター 思川桜 交流センター桜の里親協議会により58本が植栽され
ています。

間々田市民交流
センター
☎45-1335

※鯉のぼりの寄付募集中！

�市内のさくらの名所�

�第9回思川桜フォトコンテスト�
対　象　指定地の「思川桜」で撮影場所が特定できるもの。他に応募していない
未発表作品。1人3点まで。
募集期間　4月1日㈪～ 5月31日㈮【必着】
サイズ　4つ切またはA4　※デジカメの場合は無修正に限る
応募方法　直接または郵送（〒323ｰ8686住所不要）で小山ブランド創生協議会
（商業観光課）まで。※応募作品の裏に所定事項を記した応募票を必ず貼ること
その他　作品の版権は主催者に帰属します。応募作品の返却は行いません。
問商業観光課☎22-9317、 d-kankou@city.oyama.tochigi.jp

◎詳しくは市ホームページをご覧ください。
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前回最優秀賞作品

� 駅 か ら ハ イ キ ン グ ～ 紡 が れ る 歴 史 と 思 川 桜 舞 う　 開 運 の ま ち ウ ォ ー ク ～ �
　ＪＲ東日本主催、各駅で実施のウォーキングイベントを小山市でも開催します。
桜の季節に小山の名所・旧跡を巡るコースを歩いてみませんか。
日　時　4月3日㈬～ 16日㈫（※月曜を除く）9:00 ～ 11:00（市立博物館から随時スタート）
コース　間々田駅～市立博物館～小山総合公園～城山公園～おやま本場結城紬クラフト館など　約11km

問商業観光課☎22-9273



友
好
都
市
・
結
城
市
情
報

結
城
の
ひ
な
ま
つ
り

　
結
城
の
歴
史
あ
る
街
並
み
を
展
示
会

場
と
し
、
雛
人
形
を
飾
り
ま
す
。
地
図

を
片
手
に
街
歩
き
を
し
な
が
ら
、
と
っ

て
お
き
の
風
景
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
　
３
／
３
㈰
ま
で

会
場
　
結
城
市
北
部
市
街
地

問
株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城

☎
０
２
９
６
�
０
０
７
３

関
東
ど
ま
ん
な
かサミ

ッ
ト
情
報

【
栃
木
市
】

み
か
も
山
公
園 

か
た
く
り
の
花
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
焼
き
の
頃
、

み
か
も
山
の
山
麓
で
、
可
憐
な
か
た
く

り
の
花
が
薄
紫
色
の
絨
毯
の
よ
う
に
咲

き
誇
り
ま
す
。
ふ
も
と
の
と
ち
ぎ
花
セ

ン
タ
ー
や
い
わ

ふ
ね
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
も
あ
わ

せ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

見
頃
　
３
月
中
旬
～
下
旬

場
所
　
県
営
み
か
も
山
公
園
東
口
（
栃

木
市
岩
舟
町
下
津
原
）
駐
車
場
よ
り
徒

歩
約
10
分

問
岩
舟
産
業
振
興
課

☎
０
２
８
２
�
７
７
６
４

【
野
木
町
】

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
自
然
豊
か
な
渡
良
瀬
遊
水
地
や
野
木

町
煉
瓦
窯
等
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
時
間
　
４
～
９
月
：
９
時
～
18

時
、
10
～
３
月
：
９
時
～
16
時

利
用
料
金
　
無
料

利
用
方
法
　
小
学
３
年
生
以
上
の
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

貸
出
場
所
　
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
、
き
ら

り
館
、
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
西
口
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
野
木
町
役
場

問
野
木
町
産
業
課

☎
０
２
８
０
�
４
１
５
３

【
古
河
市
】

第
43
回
古
河
桃
ま
つ
り

　「
矢
口
」「
源
平
」

「
菊
桃
」「
寿
星
桃
」

「
寒
白
」
の
５
種

類
の
ハ
ナ
モ
モ
約

千
５
０
０
本
が
咲

き
誇
り
ま
す
。
鮮

や
か
な
ピ
ン
ク
色

で
染
ま
っ
た
桃
林

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
　
３
／
20
㈬
～
４
／
５
㈮

場
所
　
古
河
公
方
公
園

問
古
河
市
観
光
協
会（
観
光
物
産
課
内
）

☎
０
２
８
０
�
１
２
６
６

【
加
須
市
】

加
須
市
合
併
10
周
年
記
念

第
20
回
記
念
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式

野
球
選
抜
大
会

　
本
大
会
は
男
子

「
春
の
甲
子
園
」

の
女
子
版
と
し

て
、
平
成
27
年
か

ら
加
須
市
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
７

日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

日
程
　
３
／
27
㈬
～
４
／
２
㈫

会
場
　
加
須
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア
ム
（
加

須
市
民
運
動
公
園
野
球
場
）、
平
成
国

際
大
学
野
球
ス
タ
ジ
ア
ム

問
加
須
市
民
体
育
館

☎
０
４
８
０
�
６
１
２
３

【
板
倉
町
】

さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク
　
～
い
た
く
ら
再
発

見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
体
力
向
上
と
春
の
板
倉
町
の
良
い
と

こ
ろ
を
再
発
見
！

日
時
　
４
／
７
㈰
８
時
15
分
か
ら

コ
ー
ス
　
①
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
11

㎞
）、②
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス（
６
㎞
）

対
象
　
年
齢
問
わ
ず
。
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員
　
各
１
０
０
人
程
度

参
加
費
　
１
０
０
円

問
板
倉
町
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
６
�
０
８
５
８
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渡良瀬遊水地のヨシ焼き実施のお知らせ
ヨシ焼きに関する事前の問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22–9354
ヨシ焼き当日の問「渡良瀬遊水地ヨシ焼き連絡会」実施本部☎0282–62–1161

日時　3月16日㈯ 8:30から　雨天・強風等の場合は予備日に順延（実施・延期についての最終決定は当日6:00）
第1予備日　3月17日㈰　　第2予備日　3月24日㈰

【ヨシ焼きとは】
　ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水地」のヨシ焼きは、ヨシに寄生する害虫の
駆除や、野火による周辺家屋への類焼防止、貴重な湿地環境の保全等を目的として
毎年実施されており、今年度も実施します。皆さまには大変ご迷惑をおかけするこ
とがありますが、ヨシ焼きの主旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。

【お願い】
・風向きや上昇気流等により灰や煙が広範囲に飛散し、庭や屋根への降灰の可能性
がありますので、洗濯物や窓の開閉には十分ご注意ください。
・前日の17:00からヨシ焼き終了後に安全が確認されるまで（当日17:00を予定）、ゴルフ場を除く渡良瀬遊水地
全域が関係者以外立ち入り禁止となります。
※当日は、ヨシ焼きの見学者向けに生井桜づつみでブース出展を予定しています。ぜひ足をお運びください



神
社
境
内
お
よ
び
公
民
館
周

辺
の
除
草
や
清
掃
を
実
施

し
、
写
真
添
付
し
て
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
へ
提
出
し
て

い
ま
す
。

　
研
修
旅
行
は
年
１
回
、
春

か
秋
に
１
泊
２
日
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
春
の
場
合
に
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
を
実

施
し
賑
や
か
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
秋
の
場
合
に
は
お
楽

し
み
会
と
い
う
こ
と
で
食
事

会
を
開
催
し
、
送
迎
バ
ス
を

利
用
し
て
日
帰
り
旅
行
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
主
催
の
思
桜
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
地
区
自

治
会
開
催
の
諸
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

益
々
高
齢
者
社
会
の
一
員
と

し
て
、
健
康
的
な
人
生
が
送

ら
れ
る
よ
う
お
互
い
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
副
会
長
　
長
島
　
恒
治
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活
動
内
容
◦
加
入
の
問
合
せ

大
谷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　  

大
谷
出
張
所
☎
�
０
０
０
４

　
犬
塚
長
寿
会
は
こ
れ
ま
で

築
い
て
き
た
諸
先
輩
の
実
績

を
継
続
し
、
高
齢
者
の
生
活

を
よ
り
豊
か
で
健
全
な
も
の

に
す
る
た
め
、
会
と
し
て
立

て
た
方
針
に
従
い
、
各
自
、

自
主
的
に
活
動
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
全
員
の
教
養
の

向
上
、
健
康
増
進
、
地
域
社

会
の
交
流
を
図
る
た
め
の
諸

活
動
を
実
践
し
、
長
寿
会
活

動
は
年
間
を
通
じ
て
恒
常
的

に
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
長
寿
会
は
41
名
で
男

性
17
名
、
女
性
24
名
、
最
高

齢
者
男
性
95
才
、
最
年
少
者

は
女
性
67
才
で
（
平
均
年
齢

81
才
）
毎
年
多
少
の
入
退
会

者
が
あ
り
、
健
康
長
寿
を
目

標
に
次
の
年
中
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
新
年
祝
賀
会
に
始
ま

り
、
役
員
会
を
年
５
回
実
施

し
、
年
間
活
動
計
画
の
作
成

や
、
監
査
会
、
総
会
を
経
て

誕
生
会
を
３
か
月
毎
に
年
間

４
回
実
施
し
誕
生

者
を
招
待
し
記
念

撮
影
と
記
念
品
を

贈
呈
し
、
賑
や
か

な
宴
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
６
月
と
９
月
に

は
県
の
社
会
奉
仕

の
日
程
に
合
わ
せ 犬

塚
長
寿
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
�

問
総
合
政
策
課
☎
�
９
８
２
９

　シンガポールには、JR 東日本が運営す
る「ジャパンレールカフェ」というカフェ
レストランがあります。日本への旅行に関
心が高いシンガポールの方が日本の旅行情
報を集めたり、友人同士で情報交換をした
りする場所として、休日には多くの人が集
まります。ここでは、1 か月ごとに日本の
様ざまな地域を特集しており特産品を使用
したメニューなども提供されます。今年の
１月には栃木県が特集され、栃木県、JR
東日本、東武鉄道の三者が栃木県の観光プ
ロモーションを行いましたので、報道機関
向けに実施されたオープニングイベントの
様子を紹介します。
　カフェの装飾には、栃木県のポスターに
加えて、足利フラワーパークにある藤棚を
再現した飾り付けが施されました。美しい
紫色の藤棚は夜にはライトアップもされ、
まるで現地に行ったかのような気持ちにな

ります。来場者だけでなく通
行する人も写真を撮り、効果
的に栃木県の観光地を感じて
もらいました。
　イベントでは、日光や那須等の県内の観光地を
紹介するとともに、50 年連続 1 位の生産量を誇
るいちごの試食を行いました。来場者はとちおと
めとアイスクリームを自分で混ぜて食べる体験を
楽しみ、非常に好評でした。足利や那須への中継
地として観光客が小山市で足を止め、渡良瀬遊水
地や本場結城紬などの伝統工芸を知ってもらうこ
とが期待されます。
　さて、私の 2 年間の任期もこの 3 月で終了と
なります。東南アジアやインドの文化や経済に実
際に触れ、他の地方自治体の活動を
サポートしながら多くのことを学び
ました。今後も小山市を世界の多く
の方に知っていただくよう取り組ん
でいきたいと思います。　総合政策課　川俣英司

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り
�

問健康増進課☎22–9527

★栄養価（1人分）
エネルギー

(kcal)
たんぱく質

(g) 脂質 (g) カルシウム
(mg) 鉄 (mg) ビタミン A

(㎍ RE)
ビタミン B1

(mg)
ビタミン B2

(mg)
ビタミン C

(mg)
食塩相当量

(g)
204 10.0 5.1 49 1.1 172 0.10 0.17 14 2.6

① 干ししいたけは 400ml の水で戻しておく。
② 大根とにんじんはいちょう切り、ごぼうはさ
さがきにする。干ししいたけは 1/6 カットにし、
戻し汁に入れておく。ニラは 3㎝の長さ、ねぎは
みじん切り、しょうがはすりおろす。
③ 鍋で大根、にんじん、ごぼうを炒める。
④ しいたけをもどし汁（400ml）ごと、加える。
⑤ 鶏ひき肉、茹でたはとむぎ、ねぎ、しょうが

（10g）、片栗粉、木綿豆腐をこねる。
⑥ 沸騰した鍋に⑤を蚕の形にしながら、落とす。
酒、しょうゆ、鶏ガラスープを加える。
⑦ はるさめを茹でる。
⑧ ⑥にニラを加えて、火を止める。
⑨ 器に⑦、⑧を入れて、すりおろししょうがを
添える。

★材料（4人分）

110g
10g
33g
127g
少々
少々
20g
7g

第17回おやま健康料理コンクール　こども部門　最優秀賞
★作り方

★汁★
大根
にんじん
ごぼう
干ししいたけ（どんこ）
酒
しょうゆ
鶏ガラスープ（粉）
ニラ
炒め油
はるさめ
しょうが（すりおろし）

100g
67g
100g
3 個
33cc
47cc
少々
54g
2g
40g
20g

★肉だんご★
茹ではとむぎ
しょうが（すりおろし）
木綿豆腐
鶏ひき肉
塩
こしょう
ねぎ
片栗粉

小山はつむぎ汁（ハトムギ＋結城つむぎ）
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●
イ
ベ
ン
ト

ふ
た
ご
座
を
見
つ
け
よ
う
～
Ｍ
42

（
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
）
を
見
よ
う
～

日
時
　
３
／
９
㈯
18
時
半
～
20
時

会
場
　
生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

内
容
　
ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
（
当

日
実
施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
）

※
当
日
11
時
～
12
時
半
に
、
博
物

館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

ケ
ロ
ポ
ン
ズ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
in
お
や
ま

日
時
　
５
／
18
㈯
13
時
半
開
演

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

料
金
（
全
席
指
定
）
　
大
人

千
８
０
０
円
、
こ
ど
も
８
０
０
円

※
２
歳
以
下
無
料
（
席
が
必
要
な

場
合
は
有
料
）

販
売
　
３
／
９
㈯
９
時
か
ら
文
化

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
発
売
開
始

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

●
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
８
㎞

日
時
　
４
／
７
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス
　
小
金
井
駅
（
東
口
） 

→
マ
ル
ベ
リ
ー
館
→ 

大
沼
公
園

→
小
山
だ
ち
ょ
う
園 

→
大
沼
公

園
→
小
金
井
駅
（
東
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

春
の
ジ
ュ
ニ
ア
初
級
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
４
／
６
～
６
／
１
の
土
曜

日
（
全
８
回
）
10
時
～
正
午

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料
　
４
千
５
０
０
円
（
保
険

含
）

対
象
　
新
小
学
５
年
生
以
下

定
員
　
先
着
40
人

申
込
み
　
３
／
16
㈯
９
時
半
～
10

時
半
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温

水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
・
石
川

☎
０
９
０
・
７
６
３
１
・
６
２
５
０

春
の
テ
ニ
ス
教
室
（
一
般
）

日
時
　
４
／
６
～
５
／
25
の
土
曜

日
（
全
８
回
）
14
時
～
16
時

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料
　
５
千
円
（
保
険
含
）

定
員
　
先
着
70
人

申
込
み
　
３
／
16
㈯
10
時
～
11
時

に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
会
議
室

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
・
小
島

☎
０
９
０
・
２
４
２
０
・
３
０
３
６

●
お
知
ら
せ

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
開
運
小
山
市

共
通
商
品
券
」
の
使
用
期
限

　
昨
年
９
月
に
発
売
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
開
運
小
山
市
共
通
商
品

券
の
使
用
期
限
は
「
３
／
20
㈬
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
後
の
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
商
業
観
光
課
☎
�
９
２
７
２

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
～
第
５
回
小
山
市
社
会
福
祉

大
会
～

日
時
　
３
／
10
㈰
13
時
～
15
時
半

（
開
場
正
午
）

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容
　
福
祉
に
関
す
る
表
彰
、
社

会
福
祉
施
設
の
活
動
発
表
、
講
演

会
　
※
参
加
無
料
。
申
込
み
不
要

問
福
祉
課
☎
�
９
６
０
５
、
社
会

福
祉
協
議
会
☎
�
９
５
０
２

小
山
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画

の
平
成
29
年
度
実
績
報
告

　
市
で
は
環
境
保
全
や
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
市
庁
舎
等
で
使

用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
や
、

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
に
率
先
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
市
の
公
共
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

は
１
万
５
千
４
６
２
ト
ン
―
Ｃ
Ｏ

２
で
し
た
。
計
画
の
基
準
年
（
平

成
22
年
度
）
と
比
較
が
可
能
な
施

設
に
限
定
し
た
場
合
、
平
成
29
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は

１
万
千
２
４
１
ト
ン
―
Ｃ
Ｏ
２
と

な
り
、
基
準
年
か
ら
２
千
３
５
１

ト
ン
―
Ｃ
Ｏ
２
（
17
．
３
％
）
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
９
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
さ
れ
ま

し
た
（
若
木
町
自
治
会
）

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
申
請
を
行
い
、
若
木

町
自
治
会
の
子
ど
も
み
こ
し
の
修

繕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
夏
祭
り
の
参
加
人

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
自
治
会

の
更
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

問
市
民
生
活
課
☎
�
９
２
４
８

日
光
道
西
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説

明
会

日
時
　
３
／
９
㈯
11
時
・
14
時
の

２
回
　
※
小
雨
決
行

会
場
　
日
光
道
西
遺
跡
（
小
山
市

大
字
喜
沢
字
地
内
地
内
）

※
参
加
者
多
数
に
よ
り
見
学
を
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
駐
車
場
有
。
参
加
無
料
。
申

込
み
不
要
。
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
参
照

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
９

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て
　

　
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
は
、
前
年
度
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
で
き
ま

す
。

　
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
、
申

請
し
た
年
度
の
保
険
料
が
全
額
猶

予
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
、
身
分
証

明
書
・
学
生
証
・
年
金
手
帳
を
持

参
の
う
え
市
役
所
国
保
年
金
課
・

各
出
張
所
で
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
の
申

請
は
、
４
月
以
降
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６
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●
募
集

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時
　
①
３
／
16
㈯
・
４
／
13
㈯

2
回
で
仕
上
げ
る
輪
織
り
麻
ひ
も

バ
ッ
グ
作
り
、
②
３
／
27
㈬
ま
ゆ
ク

ラ
フ
ト
「
イ
ー
ス
タ
ー
う
さ
ぎ
を
作

ろ
う
」
、
③
４
／
６
㈯
デ
ィ
ン
プ
ル

ア
ー
ト
で
作
る
小
物
マ
グ
ネ
ッ
ト
・

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

参
加
費
　
①
２
千
５
０
０
円
、
②

５
０
０
円
、
③
５
０
０
円

※
時
間
、
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み
　
３
／
６
㈬
か
ら
お
や
ま

本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
☎
�

６
４
７
７
　
※
当
日
予
約
可
（
た

だ
し
事
前
予
約
優
先
）
。
①
は
両

日
参
加
で
き
る
方
の
み
受
付

い
き
い
き
百
歳
体
操
普
及
啓
発
講

演
会

日
時
　
３
／
11
㈪
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　
小
山
市
健
康
医
療
介
護
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
　
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
市

内
の
取
組
み
の
報
告
、
体
操
体

験
、
支
援
制
度
の
紹
介
等

定
員
　
60
人
程
度
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
�
９
６
１
６

終
活
…
『
生
き
る
』
を
考
え
る
講

演
会
～
生
き
る
こ
と
を
豊
か
に
す

る
こ
と
～
　

日
時
　
３
／
13
㈬
14
時
～
15
時
半

会
場
　
健
康
医
療
介
護
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー

講
師
　
青
田
　
賢
之
氏
（
真
言
宗

智
山
派
観
音
寺
住
職
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
福
聚
会
・
無
量
荘
代
表
）

内
容
　
自
分
ら
し
い
最
期
や
残
さ

れ
た
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

定
員
　
先
着
１
８
０
人

※
参
加
無
料

申
込
み
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
�
９
８
５
３

栃
木
Ｓ
Ｃ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
運

動
教
室

日
時
　
３
／
22
㈮
14
時
～
15
時
半

会
場
　
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
　
概
ね
65
歳
以
上
の
市
民

定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

持
ち
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１

（
市
内
各
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
も
受
付
中
）

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
見
学
会

日
時
　
３
／
16
㈯
７
時
半
集
合
・

10
時
半
頃
解
散
　
※
悪
天
中
止

場
所
　
小
山
市
役
所
玄
関
前
集

合
・
解
散(

生
井
地
区
へ
バ
ス
移
動)

定
員
　
先
着
15
人
　
※
参
加
無
料

共
催
　
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
ネ
ッ
ト
わ

た
ら
せ
・
わ
た
ら
せ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

申
込
み
　
３
／
５
㈫
か
ら
環
境
課

☎
�
９
２
８
８
※
先
着
定
員
締
切

小
山
市
奨
学
生

①
小
山
市
奨
学
金

対
象
　
次
の
⑴
～
⑷
を
満
た
す
方

⑴
小
山
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の

被
扶
養
者
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
方

⑵
高
校
・
高
専
・
短
大
・
大
学
・

専
修
学
校
の
高
等
･
専
門
課
程
に

在
学
か
入
学
が
決
ま
っ
て
い
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
人
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護
者

お
よ
び
市
内
在
住
者
１
人
）

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
資
を

受
け
て
い
な
い
方

定
員
　
20
人

貸
与
月
額
　
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
高
等
課
程
＝
自
宅
通
学
１
万

円
・
自
宅
外
通
学
１
万
２
千
円
、

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
専
門
課

程
＝
自
宅
通
学
２
万
５
千
円
・
自

宅
外
通
学
３
万
円

返
済
　
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
に
全
額
を
年
賦
ま
た

は
半
年
賦
で
返
済
（
無
利
子
）

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
み

申
込
み
　
３
／
１
㈮
～
29
㈮
に
教

育
総
務
課
☎
�
９
６
９
０

②
お
や
ま
ふ
る
さ
と
み
ら
い
奨
学
金

対
象
　
次
の
⑴
～
⑸
を
満
た
す
方

⑴
小
山
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の

被
扶
養
者
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
方

⑵
短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
の
専

門
課
程
に
在
学
か
入
学
が
決
ま
っ

て
い
る
方

⑶
返
済
能
力
の
あ
る
連
帯
保
証
人

を
２
人
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

（
保
護
者
１
人
お
よ
び
市
内
在
住

者
１
人
）

⑷
卒
業
後
、
小
山
市
に
定
住
す
る

強
い
意
思
の
あ
る
方

⑸
小
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
基
本
計
画
に
の
っ
と
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

で
き
る
方

定
員
　
10
人

貸
与
月
額
　
短
大
・
大
学
・
専
修

学
校
専
門
課
程
＝
自
宅
・
自
宅
外

問
わ
ず
２
万
円

返
済
　
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
に
全
額
を
年
賦
ま

た
は
半
年
賦
で
返
済
（
無
利
子
）。

※
卒
業
後
一
定
期
間
、
小
山
市
に

居
住
す
る
こ
と
で
の
返
還
の
一
部

ま
た
は
全
部
免
除
あ
り

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、面
接（
３

／
20
㈬
・
中
央
市
民
会
館
）

申
込
み
　
３
／
１
㈮
～
15
㈮
に
教

育
総
務
課
☎
�
９
６
９
０

小
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集

活
動
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
企

画
立
案
し
、
行
事
ま
た
は
事
業
に

協
力
す
る
こ
と
。
教
育
委
員
会
お

よ
び
地
域
の
関
係
機
関
団
体
と
連

携
を
取
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
奨
励
に
協
力
す
る
こ
と
。

対
象
　
小
山
市
在
住
ま
た
は
在
勤

の
30
歳
以
上
～
60
歳
未
満
の
方

募
集
　
若
干
名
（
面
接
有
り
）

任
期
　
２
０
１
９
年
４
月
～

２
０
２
０
年
３
／
31
（
任
期
満
了

以
降
、
２
年
更
新
）
　
　
　

申
込
み
　
３
／
15
㈮
ま
で
に
指
定

の
応
募
用
紙
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
）
お
よ
び
履
歴
書
を
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
持
参
（
☎
�

２
６
９
５
）

小
山
市
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
講
習
会

日
時
　
４
／
24
㈬
９
時
半
～
15

時
、
25
㈭
９
時
半
～
正
午

会
場
　
県
南
体
育
館
研
修
室
・
小

山
総
合
公
園
（
森
の
は
ら
っ
ぱ
）
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対
象
　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
講

義
・
実
習
　
※
参
加
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
体
育
館
用

上
履
き
、
昼
食
（
１
日
目
）
、
ク

ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
マ
ー
カ
ー
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み
　
４
／
10
㈬
ま
で
に
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

活
き
活
き
農
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集

　
「
農
業
に
興
味
が
あ
る
、
園
芸

や
野
菜
作
り
を
学
び
た
い
、
健
康

の
た
め
に
体
を
動
か
し
た
い
」
と

お
考
え
の
非
農
家
の
方
に
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
「
農
業
に
理
解
を

も
っ
て
ほ
し
い
、
労
働
力
が
不
足

し
て
い
る
」
と
い
う
農
家
の
方
の

想
い
に
応
え
、
農
作
業
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

要
件
　
サ
ポ
ー
タ
ー
：
18
～
70
歳

（
農
作
業
経
験
不
問
）
、
受
入
農

家
：
市
内
の
農
家

期
間
　
２
０
１
９
年
４
月
～
９
月

申
込
み
　
市
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
申
請
書

を
農
政
課
へ
（
☎
�
９
２
５
４
）

ゆ
め
ま
ち
の
小
山
歴
史
講
座

日
時
　
３
／
23
㈯
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
会
議
室

内
容
　
日
光
社
参
と
「
小
山
御

殿
」
講
師
：
大
島
満
雄
氏(

小
山

歴
史
研
究
会
副
会
長)

定
員
　
30
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
同
セ
ン
タ
ー
☎
�

９
９
３
５

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
教
室

日
時
　
３
／
28
㈭
10
時
～
正
午

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

内
容
　
講
話
「
認
知
症
に
な
る
前

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
段
階
が
大
事
！
」

＆
予
防
体
操

定
員
　
35
人
　
※
参
加
無
料

持
ち
物
　
上
履
き
・
飲
み
物
持
参

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１

お
や
ま
地
区
手
話
通
訳
者
等
養
成

講
習
会[

小
山
・
下
野
・
野
木
合

同
開
催]

◆
入
門
基
礎
講
座

日
時
　
講
習
：
４
／
20
㈯
～

２
０
２
０
年
２
／
29
㈯
（
全
45

回
）
９
時
半
～
正
午
（
う
ち
６
回

は
講
座
13
時
～
14
時
半
）

定
員
　
手
話
を
段
階
的
に
学
び
た

い
方
・
20
人
（
超
過
時
抽
選
）

※
受
講
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日
時
　
４
／
20
㈯
～
12
／
14
㈯

（
全
24
回
）
９
時
半
～
正
午

定
員
　
入
門
基
礎
講
座
修
了
者

で
、
聴
覚
障
が
い
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

―
シ
ョ
ン
支
援
に
関
心
を
持
つ
熱

意
の
あ
る
方
・
10
人
（
事
前
面
接

有
り
）
　
※
実
費
負
担
要
す

会
場
　
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ
館
）
ほ
か

申
込
み
　
３
／
19
㈫
ま
で
に
福
祉

課
☎
�
９
６
２
４

幼
児
こ
と
ば
の
教
室
指
導
員
募
集

募
集
　
言
語
聴
覚
士
、
小
学
校
教

論
、
幼
稚
園
教
論
、
保
育
士
の
い

ず
れ
か
の
資
格
ま
た
は
免
許
を
有

し
、
職
務
経
験
５
年
以
上
の
採
用

時
60
歳
以
下
の
方
・
１
人

勤
務
先
　
小
山
第
一
小
、
小
山
城

東
小
、
乙
女
小
、
旭
小
の
い
ず
れ
か

そ
の
他
　
非
常
勤
特
別
職
。

２
０
１
９
年
４
月
採
用
。
平
日
７

時
間
勤
務

試
験
　
一
次
：
論
文
「
過
去
に
職

務
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
能
力
や

経
験
を
、
指
導
員
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
に
活
か
し
た
い
か
」

（
８
０
０
字
程
度
）
、
二
次
：
面

接申
込
み
　
３
／
15
㈮
ま
で
に
履
歴

書
、
資
格
が
確
認
で
き
る
書
類
の

写
し
、
論
文
を
こ
ど
も
課
へ
（
☎

�
９
６
４
９
）

「
学
び
の
教
室
」
の
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

活
動
日
時
　
土
曜
日
の
午
後
約
３

時
間
（
月
２
回
程
度
）

活
動
場
所
　
中
央
、
大
谷
、
間
々

田
、
豊
田
、
桑
、
絹
公
民
館
、
小

山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
中
学
生
に
対
す
る
５
教
科

の
学
習
支
援

条
件
　
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状

を
有
す
る
こ
と

謝
礼
　
１
時
間
５
０
０
円

申
込
み
　
生
涯
学
習
課
☎
�

９
６
６
６

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

肩
ほ
ぐ
し
ス
ロ
ー
ヨ
ガ
教
室
▽
４

／
２
㈫
か
ら
毎
週
火
曜
日
（
全
11

回
）
14
時
～
15
時

快
眠
の
た
め
の
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教

室
▽
４
／
３
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日

（
全
12
回
）
19
時
半
～
20
時
半

ベ
ー
シ
ッ
ク
（
ハ
タ
）
・
ヨ
ガ
教

室
▽
４
／
４
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

（
全
12
回
）
９
時
半
～
10
時
半

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
指
導
す
る
筋
ト

レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽
４
／
４

㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日
（
全
12
回
）

11
時
～
正
午

癒
し
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ
教
室
▽

４
／
５
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日
（
全

11
回
）
９
時
半
～
10
時
半

金
融
経
済
の
基
礎
知
識
学
習
会
▽

４
／
９
㈫
10
時
半
～
正
午

ク
ラ
フ
ト
講
座
　
和
の
小
物
「
ボ

タ
ン
を
使
用
し
た
ブ
ロ
ー
チ
つ
く

り
教
室
」
▽
４
／
16
㈫
13
時
半
～

15
時
半

※
定
員
、
参
加
費
等
は
要
問
合
せ

申
込
み
　
３
／
５
㈫
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
手
話
講
座
（
昼
夜
４
コ
ー
ス
）

①
初
級
▽
４
／
18
～
８
／
１
の
毎

週
木
曜
日
（
全
15
回
）
10
時
～
正

午
▽
講
師
：
手
話
サ
ー
ク
ル
環

②
初
級
▽
５
／
14
～
７
／
16
の
毎

週
火
曜
日
（
全
10
回
）
10
時
～
正

午
▽
講
師
：
手
話
サ
ー
ク
ル
す
ず

ら
ん

③
初
級
▽
４
／
17
～
７
／
10
の
毎

週
水
曜
日
（
全
12
回
）
19
時
～
20

時
半
▽
講
師
：
手
話
サ
ー
ク
ル
彩

④
入
門
▽
４
／
18
～
10
／
３
の
毎

週
木
曜
日
（
全
23
回
）
19
時
～
20

時
半
▽
講
師
：
手
話
サ
ー
ク
ル
光

里
の
環

●
点
訳
講
座
（
昼
夜
２
コ
ー
ス
）

⑤
入
門
▽
５
／
７
～
８
／
20
の
毎



青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
は
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。
収
入
保
険
は
全
て
の

農
産
物
を
対
象
に
自
然
災
害
や
価

格
低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
が

生
じ
た
場
合
に
補
償
す
る
保
険
で

す
。
最
寄
り
の
農
業
共
済
組
合
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▽
問
関
東
農

政
局
栃
木
県
拠
点
地
方
参
事
官
室

☎
０
２
８
・
６
３
３
・
３
１
１
４

総
務
省
「
統
計
の
日
（
10
／

18
）
」
の
標
語
募
集

部
門
：
小
中
高
校
生
・
一

般
・
統
計
調
査
員
・
公
務
員

▽
３
／
31
㈰
ま
で
▽
問
総
務

省
統
計
企
画
管
理
官
室
☎

０
３
・
５
２
７
３
・
１
１
４
４

家
内
労
働
委
託
状
況
届

　
家
内
労
働
者
（
内
職
者
）
へ
業

務
を
委
託
し
た
事
業
者
は
毎
年
４

／
１
現
在
の
委
託
状
況
に
つ
い
て

４
／
30
ま
で
に
労
働
基
準
監
督
署

を
経
由
し
て
栃
木
労
働
局
に
委
託

状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▽

問
同
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
春
の
無
料

相
談
会

４
／
８
㈪
10
時
～
15
時
▽
市
役

所
別
館
３
階
会
議
室
３
▽
不
動

産
の
価
格
、
地
代
、
家
賃
、

借
地
権
の
価
格
な
ど
▽
問
栃

木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
☎

０
２
８
・
６
３
９
・
０
５
５
６

関
東
能
開
大
セ
ミ
ナ
ー
「
製
造
現

場
担
当
者
の
実
践
力
向
上
」

４
／
22
㈪
・
23
㈫
9
時
半
～
16
時

半
▽
10
人
▽
９
千
円
▽
問
同
大
援

助
計
画
課
☎
�
１
７
３
３

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
訓
練

生
募
集
（
新
卒
者
）

機
械
加
工
科
、
Ｎ
Ｃ
機
械
科
、
板

金
溶
接
科
、
電
気
設
備
科
▽
高

等
学
校
新
卒
者
各
５
人
▽
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
別
）
▽
問
同
校
☎

０
２
８
４
�
０
８
０
３

小
山
二
中
・
三
中
吹
奏
楽
部
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

３
／
24
㈰
13
時
開
演
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
無
料
▽
曲
目
：

R
oss R

oy

ほ
か
▽
問
小
山
第
三

中
学
校
・
大
場
☎
�
５
７
４
５

小
山
城
南
高
校
吹
奏
楽
部
第
14
回

定
期
演
奏
会
「
彩
華
」

３
／
17
㈰
14
時
開
演
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
無
料
▽
問
同
校

吹
奏
楽
部
・
狐
塚
☎
�
１
２
４
５

第
８
回
小
山
市
新
人
演
奏
会

３
／
31
㈰
14
時
開
演
▽
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
▽
ピ
ア

ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等
▽
千

円
▽
問
小
山
音
楽
家
協
会
☎

０
９
０
・
３
０
０
９
・
０
７
９
１

県
立
博
物
館
３
月
の
行
事

テ
ー
マ
展
「
も
み
じ
と
カ
エ
デ
」

３
／
16
㈯
～
６
／
16
㈰
▽
問
同
館

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
「
市

民
公
開
講
座
」

①
３
／
６
㈬
「
親
子
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
教
室
」
（
未
就
学
児
）
②
３
／

22
㈮
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

知
ろ
う
」
③
３
／
22
㈮
「
正
し
い

姿
勢
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！
」

（
中
高
年
）
④
３
／
26
㈫
「
歯
磨

き
粉
作
り
」
（
小
学
～
高
校
）
▽

ま
ろ
に
え
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
（
ロ

ブ
レ
６
階
）
▽
無
料
▽
詳
細
要
問

合
せ
▽
当
日
会
場
受
付
▽
問
☎

０
２
８
２
�
０
０
３
０

ニ
コ
ニ
コ
タ
ン
ポ
ポ
オ
カ
リ
ナ
倶

楽
部
無
料
オ
カ
リ
ナ
体
験
会

３
／
15
㈮
、
４
／
５
㈮
13
時
～

14
時
▽
小
山
城
南
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
音
楽
室

▽
初
心
者
各
10
人
▽
オ
カ
リ
ナ

無
料
貸
出
▽
申
込
み
：
松
本
☎

０
８
０
・
１
１
２
０
・
１
６
３
０

「
小
山
む
ら
さ
き
会
」
会
員
募
集

　
今
年
度
は
昨
年
度
の
続
き
で

「
源
氏
物
語
」
を
鑑
賞
▽
毎
月

第
２
水
曜
日
（
第
１
回
目
５

／
８
㈬
）
▽
年
10
回
▽
10
時

～
正
午
▽
中
央
図
書
館
第
２

集
会
室
▽
年
会
費
１
万
円
▽

講
師
：
佐
野
日
大
付
属
高
講

師
　
若
田
部
明
氏
▽
川
元
☎

０
９
０
・
９
３
１
９
・
６
９
９
１

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
海
外
協
力
隊
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外

協
力
隊
、
日
系
社
会
青
年
海
外
協

力
隊
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
海
外

協
力
隊
▽
20
～
69
歳
▽
募
集
締

切
４
／
３
㈬
▽
問
同
事
務
局
☎

０
３
・
６
７
３
４
・
１
２
４
２

19　広報小山2019.3月号

週
火
曜
日
（
全
15
回
）
13
時
～
15

時
▽
講
師
：
小
山
点
友
会

⑥
パ
ソ
コ
ン
点
訳
初
級
▽
４
／
16

～
９
／
10
の
毎
週
火
曜
日
（
全
20

回
）
19
時
～
20
時
半
▽
講
師
：
福

朗
の
会

●
楽
し
い
オ
カ
リ
ナ
講
座

⑦
入
門
▽
４
／
17
～
10
／
30
の
第

１
・
３
・
５
水
曜
日
（
全
15
回
）

▽
13
時
～
14
時
半
▽
講
師
：
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
オ
カ
リ
ナ

●
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

⑧
初
級
▽
４
／
16
～
７
／
30
の
毎

週
火
曜
日
（
全
15
回
）
▽
10
時
～

正
午
▽
講
師
：
郭
公
の
会

●
要
約
筆
記
講
座

⑨
入
門
▽
５
／
14
～
６
／
11
の
毎

週
火
曜
日
（
全
５
回
）
▽
18
時
45

分
～
20
時
45
分
▽
講
師
：
お
や
ま

Ｏ
Ｈ
Ｐ

会
場
　
②
は
間
々
田
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、
②
以
外
は
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

対
象
　
講
座
終
了
後
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に

参
加
し
て
み
た
い
初
心
者
の
方

定
員
　
各
15
人
　
※
参
加
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

申
込
み
　
３
／
１
㈮
～
29
㈮
に
市
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3月の行政テレビ  問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは
上旬 ■ヨシ焼き　■市民課窓口のご案内

中旬
■特定健診・特定保健指導・がん検診
■栃木県議会議員選挙
■おやま思川桜まつり

下旬 ■おやま二千本桜まつり
■国民健康保険に関する届出

随時 ■イベント情報
■英会話講座「G'day OYAMA」

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ＜デジタル101ch＞

小 山 市 コ ミ ュ ニ
ティ FM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放
送！（7:00～ 21:00）

普段は市の身近で魅力
的な情報を、災害時に
は気象情報や交通情報
等をリアルタイムに発
信しています。
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健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談　　　 （要申込）
日　時　4月22日㈪
　　　　計測のみの方　
　　　　　9:00 ～ 11:00
　　　　相談ありの方
　　　　　①9:00 ～ ②9:30 ～
　　　　　③10:00 ～④10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　3月19日㈫13:00から
　　　　☎22�9527

メタボリックシンドローム対策
事業
～からだスッキリ！運動教室～

（無料・要申込）
　運動普及推進員さんと一緒に手
軽なトレーニングを体験しましょ
う！
日　時　①3月7日㈭13:30 ～ 15:00
　　　　②3月28日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援
　　　　センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22�9607

開運おやま健康マイレージの応募と来年度の実施について
◆今年度の応募締め切りは3月15日㈮です。
　10点集めてまだ応募していない方はお早めにご応募ください。
◆2019年度の開運おやま健康マイレージは、4月から
　スタートします。健康増進課および市内各出張所にパ
　ンフレットを設置する予定です。16歳以上の小山市に
　住所を有する方全員が対象です。ぜひご参加ください。
問☎22�9532

マタニティクラス
はじめての妊娠クラス（第1課） 

 （要申込）
日　時　4月15日㈪9:30 ～ 14:30
会　場　保健・福祉センター
内　容　・管理栄養士講話「食事の
　　　　　ポイント教ます！」
　　　　・調理実習、試食
　　　　・心理士講話
　　　　・サポート制度について
持ち物　母子健康手帳、エプロン、
　　　　三角巾
参加費　テキスト代250円、
　　　　調理実習材料代600円
申込み　☎22�9527

乳幼児健診　　　　問☎22�9527
　対象者には約1か月前に通知を送
ります。受診日時・会場等は通知を
ご確認ください。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健診
＊2018年11月・12月生まれの乳児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
4月12日㈮
5月23日㈭・30日㈭ 保健・福祉センター

4月23日㈫
5月7日㈫

健康医療介護
総合支援センター

■9か月児健康相談
＊2018年6月・7月生まれの乳児対象
受付時間　9:30 ～ 10:15

期　日 会　場
4月12日㈮
5月23日㈭・30日㈭ 保健・福祉センター

4月23日㈫
5月7日㈫

健康医療介護
総合支援センター

■1歳6か月児健診
＊2017年9月・10月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
4月11日㈭・18日㈭
5月8日㈬・15日㈬ 保健・福祉センター

4月24日㈬
5月22日㈬

健康医療介護
総合支援センター

■2歳児歯科健診（全地区）
＊2017年4月・5月生まれの幼児対象
受付時間　①9:15 ～ 9:45
　　　　　②10:15 ～ 10:45

期　日 会　場
4月11日㈭・25日㈭
5月15日㈬・29日㈬ 保健・福祉センター

■3歳児健診（全地区）
＊2016年1月・2月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
4月10日㈬・19日㈮・25日㈭
5月9日㈭・16日㈭・29日㈬

保健・福祉
センター

マシンを使った高齢者筋力向上
トレーニング　　　　 （要申込）
　2019年度（4月スタート）の申
込みを開始します！
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上で介護保険を受
　　　　けていない方、医師からの
　　　　運動制限がなく市が定め
　　　　る禁止基準に該当しない
　　　　方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3か月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション
　（定員1日6人）
申込み　3月4日㈪から受付開始
　　　　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647

2019年度検診申込みについて（事前申込み制）
  受診ご希望の方は今月号と同時配布された「2019年度健康のしおり」
に差込みされている検診申込み書に必要事項をご記入のうえ、ポスト
に投函してください。3月より受付を開始しますの
で、お早めにお申込みください。　　　　　　　　
　なお、子宮頸がん検診は、前回の受診結果が「異
常認めず」の方は3年後受診となるため、受診でき
ない場合があります。2016年度の受診結果が「異
常認めず」であった方は、2019年度が受診対象と
なるので、必ず受診しましょう。　　　　　　　　
問☎22�9522・9523
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4 月の一次救急医療機関

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に各医
療機関に電話で確認してくださ
い。夜間、医師が交代で当直制
をとっており、希望する治療が
困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

7 8 9 10 11 12 13
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
14 15 16 17 18 19 20
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
21 22 23 24 25 26 27
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
28 29 30
①③ ②④ ③⑤

 カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

問健康増進課☎22–9526

「骨髄バンク」は
あなたの登録をお待ちしています

　日本では、毎年約6,000人もの白血病、再生不良性貧血などの重い血液の病
気の患者さんが発病し、そのうち約2,000人が骨髄移植や末梢血幹細胞移植を
必要としています。
　1人でも多くの患者さんを救うには、1人でも多くのドナー登録が不可欠です。
ドナーを待つ患者さんにとっては、あなたの登録が大きな希望になります。
○ドナー登録できる方
・18歳以上54歳以下で健康な方　・体重が男性45kg以上、女性40kg以上の方
・骨髄・末梢血幹細胞提供の内容を十分に理解している方
○ドナー登録ができる場所
・移動献血会場（献血バス）※実施予定は栃木県赤十字血液センターホームページをご覧ください
・県南健康福祉センター（小山市犬塚3-1-1）☎0285-22-1219
・栃木県赤十字血液センター（宇都宮市今宮4-6-33）☎028-659-0111
・うつのみや大通り献血ルーム（宇都宮大通り2-1-5）☎028-632-1131
■骨髄移植ドナー支援事業奨励金交付制度■
　市では、2013年4月より、多くの骨髄・末梢血幹細胞移植の実現やドナー登録者の増加を目指し、市内に
住む骨髄移植の提供者（ドナー）とドナーが従事する事業所を対象に、助成金を交付しています。
○交付対象となる方　※①～③のすべてを満たす方
①公益財団法人骨髄移植推進財団が実施する骨髄バンク事業にドナー登録を行い骨髄等の提供を完了した方
②市内に住所を有する方　③市税の滞納がない方
○交付額
・提供者…通院･入院等に要した日数(上限7日)×2万円
・提供者が勤務する市内の事業所…通院･入院等に要した日数(上限7日)×1万円
※申請書の提出は骨髄等の提供が完了した日から1年以内となります

～骨髄バンクにご登録ください！～



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 21㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 26㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 9･23㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 4㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等
行政相談 13㈯10:00〜12:00

17㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 10㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 23㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 11㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 17･24㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 2㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 21㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制 4月はありません 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 12㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

13㈯14:00〜16:00
17㈬ 9:30〜11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

24㈬ 9:30〜11:30
27㈯14:00〜16:00 場所：大谷出張所

13㈯14:00〜16:00
24㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

10㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
17㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 4月はありません 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   2･16㈫
10:00〜15:00

   9･23㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
　2･16㈫は電話相談可
　　（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 4月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 22㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 6･20㈯
9:00〜12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可　
工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談4
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図書館つうしん（４月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 3 ㈬ 15:30

おやま分館ピッコロおはなし会(小山分館) 5 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 7 ㈰ 14:00

おはなしこんにちは 10 ㈬ 10:30

第24回春だ！たのしい人形劇 14 ㈰ 11:00

ままだ分館おはなしかい ( 間々田分館 ) 16 ㈫ 15:30

おはなしウェンディ0・1・2 17 ㈬ 11:00

わくわくマルベリー（桑分館）20 ㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 21 ㈰ 14:00

はなしのこべやおはなしかい 28 ㈰ 14:00

■ 4月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　1㈪・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　1㈪・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪・30㈫
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　1㈪・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪・30㈫　 
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休
　館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　1㈪・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪・30㈫
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用　
　返却ポスト」へ

●中央図書館のビジネス支援サービスのご案内問栃木県よろず支援拠点☎028-670–2618
①「よろず支援拠点」サテライト
　日時毎週土曜日10:00 〜18:30　場所中央図書館2階第1集会室　
　内容中小企業、小規模事業者のお悩みに専門家が無料相談対応
②「イブニングセミナー」　
　日時毎週土曜日16:00 〜17:20　場所中央図書館2階第1集会室　定員10人※先着順
　内容少人数による、内容を絞り込んだ実践的・効果的な経営無料セミナー。テーマは毎週異なります。

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

◎白鷗法律相談（無料）弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

8･15･22㈪ 16:30〜17:10（40分間）
17:20〜18:00（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付3/25㈪から　　時間9:00〜16:30

日　時 会　場

10 ㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

11 ㈭
10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

12 ㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

16 ㈫
10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

17 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

18 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

19 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

23 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

24 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

25 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■4月は固定資産税1期の納期月です。納
期限は5月7日㈫です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除
く）19:00までの納税窓口延長もご利用くだ
さい。
■4月の日曜納税相談窓口は4月28日㈰
8:30～17:15です。
問納税課☎22–9442

日

　時

4月6日㈯・7日㈰・13日㈯・14日㈰・20日㈯・
21日㈰・27日㈯・28日㈰　各8:30 ～ 17:15

※22日㈪・23日㈫は、システムメンテナンス
のため、証明書コンビニ交付を休止します。
※例年4月の窓口は混雑が予想されます。お待
たせしてしまう場合がありますので、お時間
に余裕をもってのご来庁にご協力ください。

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22–9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。
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4月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、2月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

おやま二千本桜まつり（～ 14 日㈰） 市内各所
おやま二千本桜まつり実行
委員会（小山市観光協会内）
☎30–4772

中華蕎麦とみ田　富田治プレゼンツ　最強
ラーメン祭2019 in小山（6日㈯、7日㈰、13
日㈯、14日㈰）

10:00 ～ 20:00
（日曜は 19:00

閉場）
小山御殿広場 最強ラーメン祭実行委員会

事務局☎03–3401–6652

1 日 ㈪
2 日 ㈫
3 日 ㈬
4 日 ㈭
5 日 ㈮ ほろ酔い思川桜ナイト 18:00 ～ 21:00 思川堤防上（観晃橋下流左岸）商業観光課☎22–9273

6 日 ㈯

第4回桑地区ふるさとさくらまつり 9:00 ～ 15:00 羽川大沼親水公園 桑出張所☎22–4545
ままだふるさとまつり 9:00 ～ 16:00 間々田市民交流センター 間々田出張所☎45–1335
おやま思川桜まつり 10:00 ～ 15:00 小山御殿広場 商業観光課☎22–9273 ○
ほろ酔い思川桜ナイト 18:00 ～ 21:00 思川堤防上（観晃橋下流左岸）商業観光課☎22–9273

7 日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 8 ㎞ 8:45 ～ 小金井駅（東口）集合 生涯スポーツ課☎21–2695
8 日 ㈪
9 日 ㈫

10 日 ㈬
11 日 ㈭
12 日 ㈮

13 日 ㈯
第 8 回寒川さくらまつり 10:00 ～ 14:00 巴波川決壊口祈念公園 寒川出張所☎38-1002
第 13 回ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水
地「生井桜まつり」 10:00 ～ 14:00 生井桜づつみ 生井出張所☎45-4004

14 日 ㈰

小山市制 65 周年　第 11 回おやま思川ざく
らマラソン大会 8:00 開会式 小山総合公園【申込終了】 生涯スポーツ課☎21–2695 ○

絹ふれあいの郷思川桜まつり 9:00 ～ 15:00 絹ふれあいの郷 絹ふれあいの郷☎49-1296
第10回中さくらまつり 9:30 ～ 14:00 巴波川桜づつみ 中出張所☎38-0002
第6回穂積さくらまつり 10:00 ～ 13:00 石ノ上橋下流堤防付近 穂積出張所☎38-2004
豊田桜まつり 10:30 ～ 13:30 小宅桜づつみ 豊田出張所☎37-1002

15 日 ㈪
16 日 ㈫
17 日 ㈬
18 日 ㈭
19 日 ㈮
20 日 ㈯
21 日 ㈰
22 日 ㈪
23 日 ㈫
24 日 ㈬
25 日 ㈭
26 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617
27 日 ㈯ 第 17 回おやまブランドまつり 10:00 ～ 15:00 道の駅思川 道の駅思川☎38–0201
28 日 ㈰
29 日 ㈪ 昭和の日
30 日 ㈫

政光くん・寒川尼ちゃん



編集・発行　小山市役所秘書広報課（〒323−8686 栃木県小山市中央町1−1−1 ☎0285-22-9353）
市の人口 167,613人（46減）、男性 84,848人（17減）、女性 82,765人（29減）、世帯数 69,286（7増）（2月1日現在）

印刷：㈱ダイサン小山

広報おやま

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災・災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう
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９０ 【24時間対応】

1 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

火災　14件　　　救急　844件

1 月中の交通事故【小山警察署調べ】

事故　36件　　　負傷者　40人　　　死者　1人
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◦広報おやま
◦小山市公式ホームページ
◦おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22–9322


